
　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手

１番 21番
池満　渉
議員

1. 「ＪＲ湯之元駅のバリアフリー
化整備計画」について

湯之元温泉への誘客と、市民利用
者の不便解消に向けた対策

（1） 東市来駅に合わせて、概略設計は
できていると思うが、現在の取り組み
状況を示せ。

市長

（2） 駅の新設ではなく、既存駅の改修・
利便性向上は、合併後の街づくり計
画の仕上げとなる。早急な取り組み
が必要だが。

市長

2. 希薄化する近隣住民の繋が
りについて

災害対応など近隣住民の繋がりが
今こそ求められている。希薄化する
市民の参加意識を、どう高めていく
か。

（1） 地域は自分たちで創るという、「市
民の参加意識」の高揚を図るため
の、現在の取り組みを示せ。

市長

（2） 最も身近な市民参画の組織が自治
会活動である。個人情報保護法の
改正等活動の不便さも耳にする。活
動のそれに対する行政の応援体制
を、どう構築していくか。

市長

3. 次期市長選について （1） 市長として、今期４年間をどう総括し
ているか。併せて、来年の市長選に
向けて、進退を伺う。

市長
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２番 19番
大園　貴文
議員

1. コミュニティバスの事業の見
直しについて

(1) 一段と進む高齢化の中で、現行の
コミュニティバス運行に関する利用
者の利便性は図られたものになって
いるか。

市長

(2) 課題があれば公共交通会議で、ど
のように協議され改善されているの
か。

市長

(3) 市民の声は、低床の小型バスで乗
降がしやすく、フリー乗降区間の設
置を求めているがどうか。

市長

(4) 福祉の街を目指す中で、市で低床
の小型バスを購入し、地域の実情を
一番知るタクシー会社に委託運行
させ、地域の見守りを兼ねた乗り合
いタクシーとコミュニティバスでフ
リー乗降区間を設置し、有効な運行
に事業の見直しが必要と考えるがど
うか。

市長
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３番 17番
坂口　洋之
議員

1. 医療的ケア児の支援策につ
いて

(1) 10月に県が医療的ケア児とその家
族の生活実態調査報告書が出され
たが、本市も対象者の現状につい
て、把握する必要があるのではない
か。本市の考えを伺う。

市長

(2) 県の報告書の中で、本市の医療機
関、保育所、学校での受け入れの
状況はどうであったのか。今後、本
市も把握する必要があるのではない
か。

市長
教育長

(3) 対象者の家族の負担軽減に向け
て、県と連携して調査・研究し支援
策を検討すべきではないか。

市長

2. ひきこもりと若者支援につい
て

(1) 来年４月より改正社会福祉法が改
正され、ひきこもり支援についてより
重層的な支援が盛り込まれている。
制度改正に向けて本市の考えを伺
う。

市長

(2) 不登校の増加、その後にひきこも
り、若者の長期未就労等で悩む、若
い世代が増加している。当事者、家
族の為の本市独自の若者支援の相
談窓口が設置できないか伺う。

市長
教育長

(3) 子ども・若者設置協議会のある、岡
山県津山市では各相談機能を明記
した「子ども若者支援機関リスト」を
作成されている。本市も検討できな
いか。

市長

3. 市職員の心の健康づくりに
ついて

(1) パワハラ・セクハラ等の相談案件と
対策の状況はどうか。

市長

(2) 総務課に健康福祉支援専門員が配
置されたが、その目的と職員の相談
しやすい環境を今後どうつくるの
か。

市長

(3) 産業建設課（建設課・農地整備課）
は、これまでも指摘したが災害等で
業務の負担が年間を通して続いて
いる。一部職員の疲弊につながっ
ていると感じる。改善すべきではな
いか。

市長
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４番 ７番
留盛　浩一
郎
議員

1. 第2次日置市総合計画及び
公共施設等総合管理計画
について

（1） 昨年度・本年度当初予算で、公共
施設活用計画検討及び個別施設
計画策定業務、また、小・中学校施
設の長寿命化計画策定業務委託
料が計上されているが、どのような
内容で役割分担し、体制はどうなっ
ているのか伺う。

市長
教育長

（2） 第２次総合計画の小・中学校再編
計画は、現在どのような状況か伺
う。

教育長

（3） 学校施設の中にはプールがある
が、その使用と管理について、各学
校どのような状況か伺う。

教育長

（4） プール再編の考えはないか伺う。 教育長

（5） 管理計画の中で、施設の管理にあ
たっては包括的民間委託などの民
間ノウハウを活用する取り組みを推
進するとあるが、公共施設の包括施
設管理業務委託に取り組む考えは
ないか伺う。

市長
教育長

2. 財産に関する管理について （1） 物品の中には公用車が含まれる
が、現在の台数と管理業務はどのよ
うに対応しているのか伺う。

市長

（2） 平成27年3月の一般質問で、公用
車にドライブレコーダーの設置につ
いて質問したが、その後の設置状
況はどうか伺う。

市長

（3） 公用車管理を民間業者に委託する
考えはないか伺う。

市長
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５番 11番
橋口　正人
議員

1. 新型コロナウイルス対策に
ついて

(1) 濃厚接触者とはどのような人をさす
のか。

市長

(2) 保健所・医師会との連携はその後ど
うなっているのか。

市長

(3) 他の市町村では色々な対策を講じ
ているが、日置市はどのような対策
をしようとしているのか。

市長

2. ゆーぷる吹上について (1) 洗面台蛇口の前には「飲料水では
ありません」の張り紙がある。飲用で
きない水とはどのような水か伺う。

市長

5



　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問順 質　問　者 質問の相手

令和２年　第４回定例会（12月議会）　一般質問通告書

質　　問　　事　　項 質　　問　　の　　要　　旨

６番 ７番
山口　政夫
議員

1. 防災問題について (1) 鹿児島県消防学校施設は、鹿児島
県地域防災計画・原子力災害対策
編・第３章の原子力災害事前対策
第14節で、代替オフサイトセンター
となっており、施設の整備・維持・管
理を行うとあるが、先の議会で、日
置市指定避難所として活用できな
いか等の質問があったが、鹿児島
県消防学校と協議を行ったのか。

市長

(2) 届出避難所制度を導入したが、現
在の申し込み状況及び活用状況
は。

市長

(3) 新しいハザードマップはいつまでに
市民へ届き、ホームページ上のハ
ザードマップ地区別地図はいつま
でに更新できるのか。

市長

(4) ハザードマップ浸水想定区域は、概
ね30年に1回程度起きる大雨（1時
間雨量56ｍｍ）が想定される水域を
表示されているが、市役所・消防署
付近は、雨量70～100ミリの大雨が
降った時の浸水域はどこまでと想定
されているか。

市長

2. 消防施設について (1) ３カ所の常備消防の施設は築何年
経過しているか。

市長

(2) 日置市消防本部消防署は伊集院
町中心街に位置し、ハザードマップ
では、浸水場所ではないが近くまで
浸水が想定されることから、緊急水
害発生時の消防設備の配置につい
ては雨量等に応じた対応を講じてあ
るのか。

市長

(3) 以上の事からも、消防本部消防署
施設の移築等について検討協議す
べきではないかと考えるが、市長の
考えを伺う。

市長
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７番 12番
黒田　澄子
議員

１. スクールバス・スクールタク
シー活用は、公平に運行さ
れるべきでは

市は、統合した小中学校におい
てのみスクールバス・スクール
タクシーを運行しているが、統
合されていない小中学校では、
国の定める基準より遠いところ
から徒歩での通学を余儀なくさ
れており、スクールバス等は、
全く運行されていない。子ども
たちの通学における安心安全が
保たれる政策は、公平であるべ
きであると考える。

（1） スクールバス・スクールタク
シーが運行されている小中学校
で、一番短い距離での利用は各
学校で何ｋｍか。

教育長

（2） 運行されている小中学校で小学校
４ｋｍ以下・中学校で５ｋｍ以下の利
用者は各学校で何人か。

教育長

（3） スクールバス・スクールタク
シーの運行がない小学校で、４
ｋｍ以上から通学する児童は各
校何人か。

教育長

（4） 不審者情報がたびたび流れる昨
今、スクールバス・スクールタ
クシーの運行がない学校で、子
どもの遠距離通学を心配して、
独自でタクシー会社と契約して
いる保護者もいると聞く。市内
では小学校４ｋｍ・中学校５ｋ
ｍで運行されているため、全て
の児童生徒への公平なサービス
を実施すべきでは。

市長
教育長

2. コロナ禍対策として （1） 小学校６年生まではインフルエ
ンザワクチン助成を県が導入。
受験を控える中学生はコロナへ
の不安も大きい。自費でのワク
チン接種が困難な生徒もいるよ
うだ。

ア　コロナとインフルエンザの
同時罹患を避けるために、中学
１年生～３年生へのインフルエ
ンザワクチン接種助成を考えな
いか。

市長

（2） 来年度以降の収入増の対策は。

ア　増収対策はどう考えるか。 市長
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イ　ごみの収集袋へ広告を実施
しないか。

市長

ウ　公共施設の利用料免除を有
料にすると、どれくらいか。

市長

エ　コロナ禍の間における利用
料免除を有料化への検討を。

市長

（3） 女性相談体制の充実
警察庁は、対前年度比で８月１
カ月間の自殺者が全国で16％増
加、女性は40％増加、そのうち
30代以下が78％増加と報告し
た。

ア　市の現状といのちを支える
自殺対策推進計画に則り実施し
た手立ては。

市長

イ　性暴力被害者支援の全国共
通ダイヤル＃８８９１の周知
を。

市長
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８番 14番
山口　初美
議員

1. 脱原発について 川内原発１号機の特重施設が完成
し、検査に合格したとして再稼働さ
れたが

(1) 九州電力の玄海原発４号機一基だ
けがこの間動いていたが、電気は足
りていたし再生エネルギーによる電
気の供給は伸び続け、発電コストも
下がり続けている。本市の再生可能
エネルギーの活用はどのような状況
か伺う。

市長

(2) 避難計画は未完成なままだが、コロ
ナ禍のもとでは避難所も密を避けな
ければならず、また地震などと原発
事故が重なれば、屋内にとどまるこ
とも難しいので、原発を無くすことが
一番安全と考えるが、本市の避難
計画や訓練の今後の進め方を伺
う。

市長

2．市民歌について (1) 公共行事等でどれくらい歌われて
いるか。

市長
教育長

(2) 市民歌体操の普及に取り組まない
か。

市長
教育長

(3) 間奏を省くなど簡易伴奏にして弾き
やすく、歌いやすくして欲しいという
声があるが、できないか。

市長
教育長

3．南薩地区新クリーンセンター
について

(1) 各自治体の負担額を減らすためと、
保安林の伐採をできるだけ縮小す
るため、それぞれが燃やすごみの
減量目標を持ち、施設の規模を小
さくすることを提案できないか見解を
伺う。

市長

4．吹上浜沖洋上風力発電建
設計画について

(1) ９月議会後市民や他の関係自治体
などから、どのような意見が寄せられ
たか伺う。

市長

(2) 住民への説明会はいつごろ、どのよ
うな形で開催されるか伺う。

市長
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９番 ３番
是枝　みゆき
議員

1. 児童生徒の問題行動・不登
校等について

（1） 本市の小中学校いじめ認知実態調
査はいつ行われ、その調査結果と、
いじめ等問題発見によるその後の
教育指導の取り組み状況を伺う。

教育長

（2） 県内では、いじめの重大事態が４件
報告されている。本市においてはそ
のような事例はないか。

教育長

（3） 教育委員会では、いじめ問題に対
し学校の取り組みの支援や、点検を
どのように行っているか。

教育長

（4） 不登校児童生徒のうち、100日以上
の欠席があるもの。また1年を通して
継続的に欠席している児童生徒の
数は。

教育長

（5） 県では悩みを一人で抱えず、まず
は相談してみようとHP上でも様々な
相談機関を紹介している。教育委
員会では学校へどのように紹介して
いるか。

教育長

2. 子ども家庭総合支援につい
て

（1） 子育て世帯包括支援センターの設
置により、各課の連携やサポート会
議が行われなど、体制が整ってきて
いるが、虐待・精神障害・生活困窮・
家庭環境・発達障害など本市の状
況はどうか。

市長
教育長

（2） 市町村子ども家庭総合支援拠点の
設置について本市の考えを伺う。

市長

3. 不育症について （1） 妊娠はするものの、流産、死産、新
生児の1週間以内の死亡など、赤
ちゃんを得られない不育症の相談
体制の充実や、経済的負担の軽減
を図るため、治療に要する費用の助
成を行わないか。

市長
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10番 ２番
佐多　申至
議員

1. 市長がこれまで進めてきた
政策の評価について

このコロナ禍で厳しい社会情勢を迎
える中、市民の安心・安全・暮らしや
すいまちづくりを観点に、市民の幸
福度を上げるために、今後それぞ
れどう考え、何に重きを置き、市民
にどう理解を求めていく考えか。市
長の考えをそれぞれ示せ。

(1) 吹上人工芝サッカー場の運営維持
管理策は。

教育長

(2) 公共施設の健全な維持管理策は。 市長

(3) オリーブ事業の見通し･採算性は。 市長

(4) 子育て・子ども支援や高齢者福祉、
障がい福祉の支援など市民福祉
サービスに関わる事業等の仕組み・
体制充実度は。

市長

2. コロナ禍において市財政及
び施策・事業への今後の影
響について

(1) 現在の財政状況(基金や債務など)
と今後の見通し、また、ふるさと納税
(企業・一般)の歳入有無等による事
業の今後の状況は。

市長

(2) 現在の市税の納税状況と今後の見
通しは。

市長

(3) 子育て・子ども支援及び高齢者福
祉サービス、障がい福祉の支援など
事業の継続維持・方向性は。

市長

(4) 各地区の振興計画事業への影響
は。

市長
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11番 21番
田畑　純二
議員

1. 本市の観光振興策について (1) 新型コロナウイルス発生後の本市の
観光の現状と課題は何か。

市長

(2) 宿泊、飲食、バス事業者等に大きな
影響があったが、国・県の支援策や
本市独自の支援策によって改善さ
れたのか。

市長

(3) いちき串木野市では、地元企業と
連携して体験型観光を実施してい
る。本市においても、市内業者と連
携して体験型観光はできないか。

市長

(4) 戦国島津体験館「よしとし軍議場」
が、日吉町吉利に開設されたが、今
後の本市の観光事業の中でどう生
かしていくか。

市長

(5) 県内外から来る東市来の美山観光
をより充実させ、市内各地にある焼
酎、日本酒、ウイスキー工場等を巡
回させるような取り組みはできない
か。

市長

2. 女性が活躍できる社会につ
いて

(1) 女性の活躍は、少子高齢化人口減
少に直面する日本社会にとっても欠
かせない課題で、地方自治体も着
実に対策を進めなければならない。
本市内での働く女性や女性活躍社
会の現状をどう捉え、本市の女性政
策をどう進め、今後女性がますます
活躍できる日置市をどう創造してい
くつもりか。

市長

(2) 女性活躍社会の中での日置市女性
センター銀天街の役割と相談件数
の状況と事業内容はどうか。

市長

(3) 新型コロナウイルス感染拡大によ
り、女性のひとり親世帯に経済的影
響があったと指摘されているが、本
市の状況はどうか。

市長

(4) 国も不妊治療の拡充を検討してい
るが、本市においてもひおきベビカ
ムサポート事業（不妊治療費助成事
業）を拡充できないか。

市長
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(5) 日置市職員の女性の管理職登用の
現状と今後の登用予定及び女性消
防職員の採用について、今後どう進
めていくか。

市長
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